
 

陽南地区 

Ⅰ 協議体の概要 

 名   称 陽南地区支え合い委員会 

 
設置年月日 令和２年１１月１８日 開催頻度 

３回／年（全体会） 

１２回／年（常任理事会） 

 構成団体（◎：事務局） 

 
○ 自 治 会 連 合 会  ◎ まちづくり協議会 ○ 民生委員児童委員協議会 ○ 地区社会福祉協議会 

 
○ 老人クラブ連合会 ○ 福祉協力員連絡会 ○ 健康づくり推進員会  第２層生活支援コーディネーター 

 
 市社会福祉協議会 ○ 地域包括支援センター ○ その他（自主防災会，婦人防火クラブ） 

 設置方式 

 
○ 新規設置  既存会議活用（         ）  地域ケア会議活用 

 設置要綱・会則等の有無 有 ・ 無 

 設置までの経緯 

 時 期 内 容 

 
平成３０年 ５月 

勉強会（参加者：単位自治会長，民生委員，福祉協力員） 

→ 地域支え合いの仕組みづくりについて，共通理解を図った。 

 

平成３１年 ３月 

勉強会（参加者：自治会連合会，地区社協，民児協，その他有志住民） 

→ 地域包括ケアシステム，第２層協議体の概要について共通理解を図り，今後

の地域福祉の課題について検討を行った。 

 

令和 元年１１月 

関係者会議（メンバー：地区社協，民児協，老人クラブ，単位自治会長，民生委員，福祉協力員，市社協，包括） 

→ 市内の第２層協議体の取組状況について情報共有し，協議体設置に向けた進

め方について検討を行った。 

 
令和 ２年１０月 

まちづくり協議会推進委員会 

→ 第２層協議体の設置について合意形成を図った。 

 
〃 

第２層協議体設置準備会議 

 → 第２層協議体会則案，組織体制，名称等について検討を行った。 

 
     １１月 第２層協議体設置 

 協議体における検討内容（協議体で取り組んできたこと，議論してきたこと） 

 
地域情報の共有， 

課題やニーズの把握について 

・ 地域で取り組んでいる９つの福祉サービス事業について，

現状と問題点・課題等を整理 

 
支え合い活動について 

（見守り活動，居場所づくり，生活支援ボランティア等）

・ 災害時要援護者名簿及び安心・安全情報キットの更新 

・ サロンを開設している自治会の代表者間の情報共有を目的

としたサロン連絡会の開催（毎年開催予定） 

 

その他 
・ 第２層協議体（支え合い委員会）の会報第１号（地域福祉

サービス事業の紹介）の発行及び会員への配布 

 



Ⅱ 取組事例 

 【「地域ぐるみ」で話し合う仕組みづくりの構築】 

�

 内 容： 協議体の構成団体を常任団体と関係団体に分け，テーマごとに参加団体を加えながら，地域

ぐるみで情報共有，課題の検討を行う組織体制とした。情報共有にあたっては，「地域福祉事

業調査票」を活用し，テーマの優先順位や情報の整理を行っている。 

 

【陽南地区ささえあい委員会の推進体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域福祉事業調査票】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 効果（検討中の場合は，期待する効果） 

 団体の垣根を超えて，地域ぐるみで各団体が行う事業の共通認識や，課題の解決に向けた連携方法な

どの検討を行うことができた。また，地域で取り組んでいる福祉サービス事業の検証を行うことによ

り，高齢者の生活支援に繋がる検討を行うことができた。 

�

Ⅲ 協議体を設置して，良かったこと 

自治会はもとより，地区社会福祉協議会や民生委員児童委員協議会，福祉協力員会等の地域団体間で情報共

有や高齢福祉に係る議論を行うことにより協力・連携体制が整った。 

Ⅳ 今後の方向性 

地域の高齢者への支え合いに関する意向調査（アンケート）を実施し，その結果を踏まえて今後の取組の検

討を行う。 

 

各地域団体の活動内容や課題について「見える化」を行い，情

報共有，解決方法の検討を行う。 

 

検討内容（想定） 

・ コロナ禍におけるサロン活動のあり方 

・ 見守り活動における民生委員と自治会の連携方法 など 






